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迭は七三四の計二六二四の多きにのぼっている。しかしこの数は法例集編者が首巻の中で「類 め部を分つといえど其事の彼にも適ひ又是にも合ふの類 りて、彼に せ是にもらしたるも知りがたければ、其一部中を見てなくんば、又少しの縁あ 部門に就て深く尋ね索むべし。（中略 一部門の中にも同じ条円は一ケ所に集めたるも有、又数ケ所に分れ出たるも多ければ、唯其 条に就て事を極むべからず。其部挙げて見徹し普く吟味すべき也」と断わっていることから明らかな如く、部類に分つ操作 中で相当数が重復していることが知 れる。
本稿は藩法発布の概観をまず第一とする故に法例集の編者が断














各年間に集中し、そのうちでも特に宝永・享保 間に非常な集中性をみることができ 。後期 宝暦天保年間では規格累計は八二六で多い年聞としては宝暦・寛政・文化・文政年聞があげられる。
規格の集中年代は一体如何なる意味を有するものであろうか。






聞に地方知行制度の改革が実施されており、幕政の三大改革に当る享保・寛政年間にも数多く出されていることからしても、発布数の多少が藩政上の画期を示すものであることが容易に理解される。かかる観点よりすれば、岡山藩政上の変革は初期に於い は承応・明陪・寛文年間・中期では宝永・享保、後期に於いては宝暦・天明・文化文政年間となる。中でも宝永年間は三八一の最多頻度を有しこの数のみよりすれば岡山藩政は宝永年間に於いて一大改革が実施された乃至は法体制が整備大成されたことにな 。しかしこの場合問題にな ことは唯単に年号別の総数からのみかかる画期を設定してよい というこ主であ 年号別といっても各年間の年数は異っており、従って年数を無視した年号別総数からのみ推論することは甚だ危険である。そこ かかる操作上の問題から資料を更に編年別に分析整理したものが資料で
2
ある。資


















































ると、次表の如くになるがこ を制度別にみ み と、郡村組織では天和・貞享期と宝永期がほぼ同数である。土地制度では天和・貞享期が日と最も高 集中度 示している。租税（年貢・運上）
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夫）天和二年 藩財政が安定を見せる年であり、この財政的安定と前記の農村疲弊前に農村 策 改革を図らねばなら なった。
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史料①は「附」で明らかな如く天和 年の法である。この法令は貧農の所持する団地がその地力に相応しない高免の場合には加損米を下付するとあり、このことは承応四年（明暦元年）の加損制と同様の性格を有している 、本法は特に貧農の所持田畑を対象とし、免の適正化を指向している点で注目される。天和三 五月法の第一条は
二
年法を継承する中で毎年検見を受けて年貢を上納



































政によって行なわれた藩政改革 よるものであった。その改革は寛文・延宝期の増徴政策によってもたらせられた農村 疲弊 復興を中心に展開されたが、加損米制度に見られる如き積極的な政策立法に
よって、その成果は著しいものがあった。
O
主な参考文献
谷口澄夫「池田光政」（人物叢書）吉川弘文館同「備前藩の在方下役人」近世史研究ニノ六同備前藩の知行制度史学研究一八二同備前藩政の確立過程
1
岡山大学研究集録二
藩家臣団の形成と構造｜岡山藩の場合藩政確立期 諸問題
l
岡山藩の場合幕藩体制社会成立と構造享
保改革の経済政策
幕藩体制史の研究藩政（日本歴
史
新 書 〉
む
す
び
同同
安良城盛昭大石慎三郎藤野保金井円
史学
雑誌六六ノ六
社会経済
史学
二四ノ
御茶の水書房御
茶
の水
書房
吉川弘文館至文堂
Hosei University Repository
